
(57)【要約】

【課題】スプラインの根元部への応力集中を緩和する。

【解決手段】固定型等速自在継手の内方部材３の内周に

形成されたスプライン３ｄに、シャフト１の端部外周に

形成されたスプライン１ｂが嵌合され、さらに、シャフ

ト１と内方部材３とが、シャフト１の軸端面５の側で相

互に溶着されて一体化されている。シャフト１と内方部

材３とは、溶着部６により軸方向及び回転方向に相互に

拘束される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 等 速 自 在 継 手 の 内 方 部 材 の 内 周 に 形 成 し た ス プ ラ イ ン と 、 シ ャ フ ト の 端 部 外 周 に 形 成 し
た ス プ ラ イ ン と を 互 い に 嵌 合 さ せ た 動 力 伝 達 構 造 に お い て 、
前 記 内 方 部 材 と シ ャ フ ト と を 軸 方 向 及 び 回 転 方 向 に 相 互 に 拘 束 す る 拘 束 部 を 設 け 、
前 記 シ ャ フ ト に 捩 り ト ル ク が 負 荷 さ れ た と き の 捩 り の 支 点 が 、 前 記 シ ャ フ ト の ス プ ラ イ ン
の 根 元 部 と 前 記 拘 束 部 に な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 拘 束 部 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 軸 端 と 前 記 内 方 部 材 と を 相 互 に 固 着 す る こ と に よ り 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 動 力 伝 達 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 拘 束 部 は 、 前 記 シ ャ フ ト と 前 記 内 方 部 材 と を 摩 擦 力 に よ り 拘 束 す る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 動 力 伝 達 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 動 力 伝 達 系 に 用 い ら れ る 動 力 伝 達 構 造 に 関 し 、 特 に 等 速 自 在 継 手
を 使 用 し た 動 力 伝 達 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 自 動 車 の 動 力 伝 達 系 に お い て 、 減 速 装 置 （ デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ） か ら 駆 動 輪 に
動 力 を 伝 達 す る 動 力 伝 達 シ ャ フ ト は 、 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト （ 駆 動 軸 ） と 呼 ば れ る こ と が あ る
。 特 に Ｆ Ｆ 車 に 使 用 さ れ る ド ラ イ ブ シ ャ フ ト で は 、 前 輪 操 舵 時 に 大 き な 作 動 角 と 等 速 性 が
要 求 さ れ 、 ま た 、 懸 架 装 置 と の 関 係 で 軸 方 向 の 変 位 を 吸 収 す る 機 能 が 要 求 さ れ る の で 、 そ
の 一 端 部 を ダ ブ ル オ フ セ ッ ト 型 等 速 自 在 継 手 や ト リ ポ ー ド 型 等 速 自 在 継 手 等 の 摺 動 型 等 速
自 在 継 手 を 介 し て 減 速 装 置 側 に 連 結 し 、 そ の 他 端 部 を バ ー フ ィ ー ル ド 型 等 速 自 在 継 手 （ ゼ
ッ パ ジ ョ イ ン ト と 呼 ば れ る こ と も あ る 。 ） 等 の 固 定 側 等 速 自 在 継 手 を 介 し て 駆 動 輪 側 に 連
結 す る 機 構 が 多 く 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 中 空 状 の 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ と 、 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ の 一 端 部 に 連 結 さ れ た 摺
動 型 等 速 自 在 継 手 ２ と 、 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ の 他 端 部 に 連 結 さ れ た 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３
と を 備 え た 自 動 車 の 動 力 伝 達 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 動 力 伝 達 機 構 に お い て 、 摺 動 型 等 速 自 在 継 手 ２ は 減 速 装 置 （ デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ）
に 連 結 さ れ 、 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３ は 駆 動 輪 側 に 連 結 さ れ る 。 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ の 一 端
部 は 摺 動 型 等 速 自 在 継 手 ２ の 内 方 部 材 （ ト リ ポ ー ド 部 材 ） ２ ａ に 連 結 さ れ 、 摺 動 型 等 速 自
在 継 手 ２ の 外 方 部 材 ２ ｂ の 端 部 外 周 と 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ の 外 周 に ブ ー ツ ２ ｃ が 固 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ の 他 端 部 は 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３ の 内 方 部 材 ３ ａ に 連 結 さ れ
、 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３ の 外 方 部 材 ３ ｂ の 端 部 外 周 と 動 力 伝 達 シ ャ フ ト １ の 外 周 に ブ ー ツ
３ ｃ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 シ ャ フ ト １ の 他 端 部 と 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３ の 内 方 部 材 ３ ａ と の 連 結 は 、 例 え ば 、 図 ９
に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 シ ャ フ ト １ の 他 端 部 外 周 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン １ ｂ と 、 内 方 部
材 ３ ａ の 内 周 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン ３ ｄ と を 相 互 に 嵌 合 す る と 共 に 、 シ ャ フ ト １ の 一 端
部 の 軸 端 側 に 形 成 さ れ た 止 め 輪 溝 １ ａ に 止 め 輪 ４ を 装 着 し 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と
の 相 対 移 動 を 軸 方 向 に 規 制 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 同 様 に 、 シ ャ フ ト １ の 一 端 部 と 摺 動
型 等 速 自 在 継 手 ２ の 内 方 部 材 ２ ａ と の 連 結 は 、 シ ャ フ ト １ の 一 端 部 外 周 に 形 成 さ れ た ス プ
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ラ イ ン １ ｂ と 、 内 方 部 材 ２ ａ の 内 周 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン ２ ｄ と を 相 互 に 嵌 合 す る と 共
に 、 シ ャ フ ト １ の 一 端 部 の 軸 端 側 に 形 成 し た 止 め 輪 溝 １ ａ に 止 め 輪 を 装 着 し 、 シ ャ フ ト １
と 内 方 部 材 ２ ａ と の 相 対 移 動 を 軸 方 向 に 規 制 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 下 記 の 特 許 文 献 １ で は 、 ス プ ラ イ ン 嵌 合 に 際 し 、 シ ャ フ ト 側 の ス プ ラ イ ン に 捩 れ
角 を 付 与 し 、 こ れ を 継 手 内 方 部 材 の ス プ ラ イ ン に 圧 入 す る こ と に よ り 、 ス プ ラ イ ン 嵌 合 部
の ガ タ を 抑 え る と 共 に 、 シ ャ フ ト の ス プ ラ イ ン の 反 軸 端 側 に お い て 、 ト ル ク 負 荷 時 の 内 方
部 材 と シ ャ フ ト の ス プ ラ イ ン の 歯 面 に か か る 応 力 を 圧 入 に よ る 応 力 に よ り 打 ち 消 し て 最 大
応 力 を 軽 減 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ６ － ３ ３ ２ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 の ス プ ラ イ ン 嵌 合 構 造 で は 、 シ ャ フ ト に 捩 り ト ル ク が 加 わ る と 、 捩 り の 支 点 が シ ャ
フ ト の ス プ ラ イ ン の 根 元 部 に な る た め 、 ス プ ラ イ ン の 根 元 部 に 応 力 が 集 中 す る 傾 向 が あ る
。 特 に 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 ス プ ラ イ ン 嵌 合 部 の ガ タ を 抑 え る た め に 、 シ ャ フ ト 側 の ス
プ ラ イ ン に 捩 れ 角 を 付 与 し た 構 造 で は 、 ス プ ラ イ ン の 根 元 部 へ の 応 力 集 中 が さ ら に 顕 著 に
な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 ス プ ラ イ ン の 根 元 部 へ の 応 力 集 中 を 緩 和 し 、 シ ャ フ ト と 継 手 内 部 方 部
材 の 強 度 を 高 め た 動 力 伝 達 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 従 来 構 造 と 同 等 以 上 の 強 度 を 確 保 し つ つ 、 シ ャ フ ト と 継 手 内 部 方 部
材 の サ イ ズ ダ ウ ン を 図 り 、 動 力 伝 達 構 造 の 軽 量 コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 等 速 自 在 継 手 の 内 方 部 材 の 内 周 に 形 成 し た ス プ ラ
イ ン と 、 シ ャ フ ト の 端 部 外 周 に 形 成 し た ス プ ラ イ ン と を 互 い に 嵌 合 さ せ た 動 力 伝 達 構 造 に
お い て 、 内 方 部 材 と シ ャ フ ト と を 軸 方 向 及 び 回 転 方 向 に 相 互 に 拘 束 す る 拘 束 部 を 設 け 、 シ
ャ フ ト に 捩 り ト ル ク が 負 荷 さ れ た と き の 捩 り の 支 点 が 、 シ ャ フ ト の ス プ ラ イ ン の 根 元 部 と
拘 束 部 に な る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 拘 束 部 は 、 シ ャ フ ト の 軸 端 と 内 方 部 材 と を 相 互 に 固 着 す る こ と に よ
り 構 成 す る こ と が で き る 。 こ こ で の 固 着 に は 、 溶 着 、 圧 着 、 接 着 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 に お い て 、 拘 束 部 は 、 シ ャ フ ト と 内 方 部 材 と を 摩 擦 力 に よ り 拘 束 す る も
の と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ャ フ ト に 捩 り ト ル ク が 負 荷 さ れ た と き の 捩 り の 支 点 が 、 シ ャ フ ト の
ス プ ラ イ ン の 根 元 部 と 拘 束 部 に な る の で 、 ス プ ラ イ ン の 根 元 部 の 応 力 集 中 が 従 来 構 造 に 比
べ て 緩 和 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 シ ャ フ ト と 継 手 内 方 部 材 の 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 従 来 構 造 と 同 等 以 上 の 強 度 を 確 保 し つ つ 、 シ ャ フ ト と 継 手 内 部 方 部 材 の サ イ ズ ダ ウ
ン を 図 り 、 動 力 伝 達 構 造 の 軽 量 コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 尚 、 以 下 で 説 明 す る 実 施 の 形 態
は 、 図 ８ に 示 す 自 動 車 の 動 力 伝 達 機 構 に お い て 、 シ ャ フ ト １ の 他 端 部 と 固 定 型 等 速 自 在 継
手 ３ の 内 方 部 材 ３ ａ と の 間 に 設 け ら れ る 動 力 伝 達 構 造 に 関 す る も の で あ る が 、 シ ャ フ ト １
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の 一 端 部 と 摺 動 型 等 速 自 在 継 手 ２ の 内 方 部 材 ２ ａ と の 間 に 設 け ら れ る 動 力 伝 達 構 造 に も 同
様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ８ 、 ９ に 示 す 従 来 構 造 の 部 材 又 は 部 分 に つ い て は 同
一 符 号 を 付 与 し て そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す 実 施 の 形 態 １ で は 、 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３ の 内 方 部 材 ３ ａ の 内 周 に 形 成 さ れ
た ス プ ラ イ ン ３ ｄ に 、 シ ャ フ ト １ の 端 部 外 周 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン １ ｂ が 嵌 合 さ れ 、 さ
ら に 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と が 、 シ ャ フ ト １ の 軸 端 面 ５ の 側 で 相 互 に 溶 着 （ 溶 接 ）
さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と は 、 溶 着 部 ６ に よ り 軸 方 向 及 び 回
転 方 向 に 相 互 に 拘 束 さ れ る 。 し た が っ て 、 実 施 の 形 態 １ で は 、 溶 着 部 ６ が 拘 束 部 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 の よ う に 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と が 、 溶 着 部 ６ に よ り シ ャ フ ト １ の 軸 端 面 ５ の
側 で 相 互 に 拘 束 さ れ る の で 、 シ ャ フ ト １ に 捩 り ト ル ク が 負 荷 さ れ た と き 、 捩 り の 支 点 は 、
シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 溶 着 部 ６ の ２ 箇 所 に な る 。 そ の た め 、 ス プ ラ イ
ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ へ の 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ に か か る 応 力 状 態 を 見 て み る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 図 ９
に 示 す 従 来 構 造 （ 実 線 ） で は 、 ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 軸 端 部 Ｂ と で 応 力 差 が 大 き く
、 根 元 部 Ａ へ の 応 力 集 中 が 認 め ら れ た が 、 実 施 の 形 態 １ （ 本 発 明 ： 一 点 鎖 線 ） で は 、 根 元
部 Ａ で の 応 力 が 減 少 す る 一 方 、 軸 端 部 Ｂ で の 応 力 が 増 大 し 、 従 来 構 造 に 比 べ て 、 根 元 部 Ａ
と 軸 端 部 Ｂ と で 応 力 が 均 一 化 さ れ 、 根 元 部 Ａ へ の 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ て い た 。 こ れ は 、 上
記 の よ う に 、 捩 り の 支 点 が 、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 溶 着 部 ６ の ２ 箇 所
に 増 え た こ と に よ り 、 シ ャ フ ト １ に か か る 応 力 が 分 散 さ れ た た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に 、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ へ の 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ る 結 果
、 シ ャ フ ト １ の 強 度 は 向 上 す る 。 ま た 、 内 方 部 材 ３ ａ の ス プ ラ イ ン ３ ｄ に つ い て も 根 元 部
Ａ へ の 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ る 結 果 、 内 方 部 材 ３ ａ の 強 度 は 向 上 す る 。 ま た 、 シ ャ フ ト １ と
内 方 部 材 ３ ａ の 強 度 を 従 来 品 と 同 等 以 上 に 確 保 し た 場 合 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ を サ
イ ズ ダ ウ ン し て 、 軽 量 コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 図 ３ 、 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に 示 す 実 施 の 形 態 ２ で は 、 固 定 型 等 速 自 在 継 手 ３ の 内 方 部 材 ３ ａ の 内 周 に 形 成 さ れ
た ス プ ラ イ ン ３ ｄ に 、 シ ャ フ ト １ の 端 部 外 周 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン １ ｂ が 嵌 合 さ れ 、 さ
ら に 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と が 、 シ ャ フ ト １ の 軸 端 面 ７ の 側 に 配 置 さ れ た 端 面 部 材
８ に よ っ て 相 互 に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 シ ャ フ ト １ の 軸 端 面 ７ と 内 方 部 材 ３ の 一 方
の 端 面 に 端 面 部 材 ８ を あ て が い 、 端 面 部 材 ８ を シ ャ フ ト １ の 軸 端 面 ７ に 螺 子 ９ で 締 め 付 け
て 、 内 方 部 材 ３ ａ の 他 方 の 端 部 を シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ に 押 し 当 て る こ と に よ り 、 内 方 部
材 ３ ａ を 端 面 部 材 ８ と シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ と で 軸 方 向 に 挟 持 固 定 し て い る 。 こ れ に よ り
、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と は 、 端 面 部 材 ８ と 内 方 部 材 ３ の 端 面 と の 当 接 部 Ｃ １ 、 内 方
部 材 ３ ａ の 端 部 と シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ と の 当 接 部 Ｃ ２ 、 及 び 、 螺 子 ９ と 端 面 部 材 ８ と の
当 接 部 Ｃ ３ に 発 生 す る 摩 擦 力 に よ り 軸 方 向 及 び 回 転 方 向 に 相 互 に 拘 束 さ れ る 。 し た が っ て
、 実 施 の 形 態 ２ で は 、 当 接 部 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ が 拘 束 部 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の よ う に 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と が 、 当 接 部 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ に よ り シ ャ フ ト
１ の ス プ ラ イ ン １ ｂ を 挟 ん で 軸 方 向 両 側 で 相 互 に 拘 束 さ れ る の で 、 シ ャ フ ト １ に 捩 り ト ル
ク が 負 荷 さ れ た と き 、 捩 り の 支 点 は 、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 当 接 部 Ｃ
１ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ の ４ 箇 所 に な る 。 そ の た め 、 ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ へ の 応 力 集 中 が 緩
和 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 の 形 態 ２ に つ い て 、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ に か か る 応 力 状 態 を 見 て み る と 、 図
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４ に 示 す よ う に 、 図 ９ に 示 す 従 来 構 造 （ 実 線 ） に 比 べ 、 実 施 の 形 態 ２ （ 本 発 明 ： 一 点 鎖 線
） で は 、 根 元 部 Ａ か ら 軸 端 部 Ｂ に か け て 応 力 が 均 一 に 減 少 し て い た 。 そ の 結 果 、 根 元 部 Ａ
へ の 応 力 集 中 が 従 来 構 造 に 比 べ て 緩 和 さ れ て い た 。 こ れ は 、 上 記 の よ う に 、 捩 り の 支 点 が
、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 当 接 部 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ の ４ 箇 所 に 増 え た こ
と に よ り 、 シ ャ フ ト １ に か か る 応 力 が 分 散 さ れ た た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ を 示 し て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 ３ が 、 上 記 の 実 施 の 形 態
２ と 異 な る 点 は 、 シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ を 大 径 に し て 、 内 方 部 材 ３ ａ と の 接 触 面 積 を 大 き
く し た 点 に あ る 。 こ れ に よ り 、 内 方 部 材 ３ ａ の 端 部 と シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ と の 当 接 部 Ｃ
２ の 摩 擦 力 が 増 大 し 、 ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ へ の 応 力 集 中 が よ り 一 層 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ を 示 し て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 シ ャ フ ト １ の 軸
端 面 ７ に 形 成 し た 圧 入 部 １ ０ に 端 面 部 材 １ １ を 圧 入 し て 、 内 方 部 材 ３ ａ の 他 方 の 端 部 を シ
ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ に 押 し 当 て る こ と に よ り 、 内 方 部 材 ３ ａ を 端 面 部 材 １ １ と シ ャ フ ト １
の 肩 部 １ ｄ と で 軸 方 向 に 挟 持 固 定 し て い る 。 こ れ に よ り 、 シ ャ フ ト １ と 内 方 部 材 ３ ａ と は
、 端 面 部 材 １ １ と 内 方 部 材 ３ ａ の 端 面 と の 当 接 部 Ｃ １ 、 内 方 部 材 ３ ａ の 端 部 と シ ャ フ ト １
の 肩 部 １ ｄ と の 当 接 部 Ｃ ２ に 発 生 す る 摩 擦 力 に よ り 軸 方 向 及 び 回 転 方 向 に 相 互 に 拘 束 さ れ
る 。 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 捩 り の 支 点 は 、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 当
接 部 Ｃ １ 、 Ｃ ２ の ３ 箇 所 に な り 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ２ 、 ３ に 対 し て 捩 り の 支 点 が １ 箇 所
少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ を 示 し て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 ５ で は 、 端 面 部 材 １ ２ に
螺 子 部 １ ３ を 一 体 に 設 け 、 端 面 部 材 １ ２ を シ ャ フ ト １ の 軸 端 面 ７ に 締 め 付 け て 、 内 方 部 材
３ ａ の 他 方 の 端 部 を シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ に 押 し 当 て る こ と に よ り 、 内 方 部 材 ３ ａ を 端 面
部 材 １ ２ と シ ャ フ ト １ の 肩 部 １ ｄ と で 軸 方 向 に 挟 持 固 定 し て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 ５ で も
、 捩 り の 支 点 は 、 シ ャ フ ト １ の ス プ ラ イ ン １ ｂ の 根 元 部 Ａ と 当 接 部 Ｃ １ 、 Ｃ ２ の ３ 箇 所 に
な り 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ２ 、 ３ に 対 し て 捩 り の 支 点 が １ 箇 所 少 な く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ス プ ラ イ ン 部 に か か る 応 力 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ス プ ラ イ ン 部 に か か る 応 力 状 態 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ３ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ４ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 ５ を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 自 動 車 の 動 力 伝 達 系 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 動 力 伝 達 構 造 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ 　 　 　 シ ャ フ ト
３ ａ 　 　 内 方 部 材
１ ｂ ， ３ ｄ 　 ス プ ラ イ ン
６ 　 　 　 溶 着 部 （ 拘 束 部 ）
７ 　 　 　 軸 端 面
Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 Ｃ ３ 　 当 接 部 （ 拘 束 部 ）
Ａ 　 　 　 ス プ ラ イ ン の 根 元 部

10

20

30

40

(5) JP 2006-77963 A 2006.3.23



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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